
「
市
政
全
般
」
に
つ
い
て
対
話 

市
民
対
話
集
会 

　
深
谷
久
枝

さ
ん
＝
元
町

１
＝
が
、
行

政
相
談
委
員

と
し
て
平
成

4
年
か
ら
長

年
に
渡
っ
て
活
動
さ
れ
て
き
た
実
績
が
評

価
さ
れ
、
総
務
省
か
ら
近
畿
管
区
行
政
評

価
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
林
則
夫

さ
ん
＝
昭
和

町
3
＝
が
、

自
然
保
護
セ

ン
タ
ー
の
指

導
員
を
務
め
、

主
に
子
ど
も
を
対
象
に
森
の
ガ
イ
ド
、
自

然
観
察
会
な
ど
の
長
年
の
活
動
実
績
が
評

価
さ
れ
、「
み
ど
り
の
日
」
自
然
環
境
功

労
者
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

勝
山
高
齢
者
交
通
安
全 

　
　
　
リ
ー
ダ
ー
の
紹
介 
く
ら
し
の
ご
相
談 

　
　
　
　
い
た
し
ま
す 

未
来
創
造
課（
1
内
線
2
3
2
） 

ご自宅に住宅用火災警報器の設置を！ ご自宅に住宅用火災警報器の設置を！ 
　
全
国
で
住
宅
火
災
の
焼
死
者
が
急
増
し
て
お
り
、
平
成
１７
年
は
過
去
最
高
の

1
2
2
3
人
（
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
6
割
）
も
の
か
た
が
亡
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
住
宅
火
災
に
よ
る
焼
死
者
数
を
で
き
る
だ
け
低
減
さ
せ
よ
う
と
、
消

防
法
の
改
正
に
よ
り
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。 

新
築
住
宅
・
ア
パ
ー
ト（
5
0
0
㎡
未
満
）は
、
 

　
　
　
　
　
　
　
平
成
１８
年
6
月
１
日
か
ら
義
務
化
 

既
存
住
宅
・
ア
パ
ー
ト（
5
0
0
㎡
未
満
）は
、
 

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２３
年
6
月
１
日
ま
で
に
設
置
義
務
 

住宅用火災警報器とは？ 
　寝室や階段に義務設置する煙を感知するタイプと、台所用などの熱を感知

するタイプの2種類が主で、アラームや音声で火災発生を知らせます。電

源は乾電池タイプと100Ｖ配線タイプがあります。 

　値段は約5,000円～15,000円ぐらいで、お近くの防災器具取扱店、ホ

ームセンターなどで販売しています。 

どこにつけるの？ 
　寝室や階段に設置することとされており、煙や 

熱を早くキャッチできるように天井や壁の上部に 

取り付けます。 

　台所などの火災が発生するおそれがある部屋にも、努めて設置することをお勧めします。 

 効果はあるの？ 
　アメリカやイギリスでは、約20年

前から義務設置となっており、焼死者

数は今では4割～5割も減っています。 

　日本でも既に設置している住宅で、

この住宅用火災警報器のおかげで早期

に火災を発見し、大事にならなくてす

んだ事例が数多く報告されています。 

悪質訪問販売にご注意を！ 
　消防職員を名のるなど巧妙な手口で、無理やりに、高額な値段で売り

つけようとする訪問販売には絶対に応じないでください。消防職員や消

防団員は、販売行為はしません。茨城県では老人女性が、3個で28万

円あまりの高額な金額で買わされた事件が発生しています。ご注意を！ 

　住宅用火災警報器はクーリングオフの対象物品となっていますので、

もし騙されたと思ったらすぐに勝山市消費者センター（188－1111 

内線264）へご相談ください。 

　日本消防検定協会の鑑定を受けた「NSマーク」が 

貼付されているものをお勧めします。 

代表的な住宅用火災警報器（例） 

取付け：天井埋め込み 
電　源：AC100V 
警報音：ブザー 
検知方法：煙式 

取付け：天井　露出 
電　源：電池 
警報音：ブザー 
検知方法：煙式 

取付け：天井　露出 
電　源：電池 
警報音：ブザー 
検知方法：煙式 

取付け：壁　露出 
電　源：電池 
警報音：ブザー 
検知方法：煙式 

③換気口などの空気吹き出し
口から1.5ｍ以上離れた位
置 
　（同第7条第3号） 

②天井から下方0.15m以上
0.5m以内の位置にある壁
の屋内に面する部分 
　（同第7条第2号ロ） 

①壁またははりから0.6m以
上離れた天井の屋内に面す
る部分（平成16年総務省
令第138号第7条第2号イ） 

2階建てで2階に寝室・居室が
ある場合の設置例 

各寝室 

寝室のある階の階段 

※勝山市公式ホームページのデータライブラリー内で、詳細を掲載しています 
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5
月
２３
日
に
、
教
育
会
館
に
お
い
て
、

「
市
政
全
般
」
を
テ
ー
マ
に
、
対
話
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
こ
れ
か
ら
は

『
市
長
と
語
る
会
』
と
し
て
、
何
で
も
言
い

た
い
こ
と
が
言
え
る
雰
囲
気
に
し
た
い
。」

と
市
民
対
話
集
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。

集
会
で
の
質
疑
、
要
望
の
要
点
は
次
の
通

り
。

大
蓮
寺
川
改
修
工
事
に
つ
い
て

市
長
「
知
事
に
対
し
、
工
法
の
変
更
も
含
め
、

工
期
の
短
縮
を
重
要
要
望
事
項
と
し
て
提

出
し
た
い
。」

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
駐
車
場
確
保
に
つ
い
て

市
長
「
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
特
に
駐
車
場

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
雁
が
原
や
弁
天
河

原
を
使
っ
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
考
え
ら
れ

る
。」

市
内
繊
維
会
社
の
工
場
見
学
を
入
れ
た
観
光

ル
ー
ト
の
作
成
は
で
き
な
い
か

市
長
「
繊
維
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
施
設

を
旧
木
下
機
業
場
跡
に
整
備
し
て
い
く
予

定
で
い
る
。
そ
こ
で
興
味
が
出
れ
ば
関
係

各
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。」

工
場
誘
致
に
つ
い
て

市
長
「
工
場
誘
致
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
勝
山
市
で
は
現
在
工
業

団
地
の
造
成
を
し
て
お
ら
ず
、
斡
旋
で
き

る
場
所
が
な
い
。
そ
こ
で
、
遊
休
土
地
の

地
権
者
に
、
工
場
誘
致
の
際
に
土
地
を
売

却
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
確
認
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
。」

ゴ
ミ
焼
却
場
の
現
状
に
つ
い
て

市
長
「
7
月
に
１
0
0
％
稼
働
に
な
る
予
定
。

希
望
者
を
募
っ
て
見
学
で
き
る
機
会
を
考

え
て
い
る
。」

空
き
地
、
空
き
家
の
管
理
対
策
に
つ
い
て

市
長
「
所
有
者
ま
た
は
地
権
者
に
対
応
し
て

も
ら
う
よ
う
連
絡
し
て
い
る
。
昨
年
の
雪

害
も
踏
ま
え
、
良
い
方
向
に
も
っ
て
い
き

た
い
。」

子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て

教
育
長
「
毎
日
の
よ
う
に
不
審
者
情
報
が
流

れ
る
な
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
み
ん
な
で
子
ど
も
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。」

そ
の
他
多
く
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、

そ
れ
に
対

し
市
長
は

自
ら
の
考

え
を
示
し

ま
し
た
。

市
で
は
、
意
識
調
査
や
出
前
講
座
な
ど
の

消
費
者
行
政
に
ご
協
力
い
た
だ
く
か
た
が
た

を
、
次
の
通
り
お
願
い
し
ま
し
た
。

く
ら
し
に
関
す
る
ご
相
談
を
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
や
モ
ニ
タ
ー
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
勝
山
市
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

大
久
保
訓
子
、
奥
田
真
理
子
、

斎
藤
美
智
子
、
森
景
秀
一

【
勝
山
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
】

勝
　
山
▽
杉
下
君
枝
、
松
浦
玲
子

猪
野
瀬
▽
中
村
久
子

平
泉
寺
▽
大
林
玲
子

村
　
岡
▽
佐
々
木
は
る
み

北
　
谷
▽
田
畑
多
香
子

野
　
向
▽
山
内
ま
り
子

荒
　
土
▽
平
泉
節
子

北
　
郷
▽
横
井
美
香

鹿
　
谷
▽
飯
田
真
利
子

遅
　
羽
▽
牧
野
り
よ
み
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

勝
山
市
内
の
２２
名
が
、
6
月
１
日
に
福
井

県
警
察
本
部
長
か
ら
「
高
齢
者
交
通
安
全
リ

ー
ダ
ー
」
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
、
在

宅
訪
問
や
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
交
通
安
全

教
育
、
指
導
を
行
い
ま
す
。

勝
　
山
▽
伊
藤
俊
一
、
木
戸
幸
一
、
飯
田
章

猪
野
瀬
▽
竹
内
一
郎
、
中
沢
弘

平
泉
寺
▽
加
藤
富
治
、
松
井
誠
一

村
　
岡
▽
前
野
茂
、
山
内
義
信
、
北
川
明
夫

北
　
谷
▽
大
山
口
喜
平

野
　
向
▽
比
良
野
八
郎
右
ヱ
門

荒
　
土
▽
平
田
昭
、
山
内
博
、
畠
山
正
、
加

藤
健
一

北
　
郷
▽
横
井
秀
世
、
山
内
孝

鹿
　
谷
▽
黒
瀬
久
二
、
斉
藤
国
彦

遅
　
羽
▽
斎
藤
清
昭
、
仲
村
久
晴

（
敬
称
略
・
順
不
同
）


